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書 評

小
川
陽

一
編
著

『
三
言
二
拍
本
事
論
考
集
成
」

阿

部

泰

記

は
じ
め
に

三
言
二
拍
の
本
事
研
究
書
と
し
て
は
、

一
九
八
〇
年
に
三
部
の
大
著
が
護
表
さ

れ

た
。

す
な
わ
ち
胡
士
螢
著

『
話
本
小
説
概
論
』

(
中
華
書
局
、
一
九
八
〇
年
五
月
、
北
京
)
、

趙
景
深
著

『
中
國
小
説
叢
考
』
(齊
魯
書
社
、

一
九
八
〇
年
十
月
、
濟
南
)
、
諌
正
壁
編

『
三
言
爾

拍
資
料
』
(上
海
古
籍
出
版
社
、

一
九
八
〇
年
十
月
、
上
海
)
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
書

に
は
臓
大
な
資
料
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。

私
が
紹
介

し
よ
う
と
す
る
小
川
陽

一
編
著

『
三
言
二
拍
本
事
論
考
集
成
』
は
、
こ
れ
ら
の
著
書
の
成
果
を
受
け
、
さ
ら
に
各
專
家
お
よ
び
自
身

の

論
考
を
加
え
補

っ
て
、
翌
年

の

一
九
八

一
年
十

一
月
に
嚢
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
は
そ
の
意
味
で
三
言
二
拍
本
事
研
究
の
現
状

を
知
る
に
至
便

の
書
で
あ
り
、
今
後
の
三
言
二
拍
研
究
に
は
鉄
か
せ
な
い
書
と
な
る
こ
と
は
疑
う
絵
地
が
な
か
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
私
が
こ
の
文
を
獲
表
す
る
に
先
立
ち
、
尾
上
兼
英
氏
が

『
集
刊
東
洋
學
』
四
十
七
號

(
一
九
八
二
年
、
五
月
)
に
本
書

の

全
般
に
わ
た
る
的
確
な
書
評
を
護
表
さ
れ
た
。
三
言
二
拍
の
專
家
で
も
な
い
私
が
そ
の
後
に
書
評
を
行
な
う
の
は
蛇
足
か
も
知
れ
な
い

小
川
陽

一編
著

『三
言
二
拍
本
事
論
考
集
成
』
(阿
部
泰
記
)
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中
國
文
學
論
集

第
十

一
號

が
、
尾
上
氏
の
騨
尾
に
付
し
て
、
特
に
本
書
の
論
考
資
料
の
紹
介
、
小
説
の
梗
概
要
約
を
中
心
に
、
そ
の
他
編
者
の
注
記
な
ど
個

々
の

問
題
を
も
含
め
て
論
じ
て
み
た
い
。
も
と
よ
り
新
た
に
提
出
す
べ
き
本
事
資
料
を
持
た
ぬ
私
ゆ
え
、
お
の
ず
と
項
末
な
鮎
を
論
じ
る
こ

と
に
な
り
、
本
書
に
ふ
さ
わ
し
い
書
評
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
ず
恥
ず
か
し
い
次
第
だ
が
、
幾
ら
か
で
も
螢
作
に
お
答
え
で
き
れ
ば
と

念

じ
て
巳
ま
な
い
。
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ま
ず
最
初
に
、
本
書
に
紹
介
さ
れ
た
論
考
資
料
に
つ
い
て
検
謹
し
て
み
た
い
。

趙
景
深
氏
は
前
掲
の

『
話
本
小
説
概
論
』
の
序
で
、
一
談

『
三
言
』
『
二
拍
』
來
源
的
演
攣
最
早
的
是
孫
楷
第
在

『
北
平
圖
書
館
館

刊

』
上
獲
表
的

『
三
言
二
拍
源
流
考
』」
と
述
べ
、
三
言
二
拍
本
事
研
究
が
孫
楷
第
氏
に
始
ま
る
と
す
る
。
こ
れ
に
封
し
て
小
川
氏
は
、

本
事
研
究
の
先
駆
者
と
し
て
清

の
禽
樽

二

八
二
一
ー

一
九
0
六
年
)
を
畢
げ
て
お
ら
れ
る
。

こ
れ
は
本
事
研
究
史

の
初
期
に
光
を
當
て

る
劃
期
的
な
見
解
で
あ
り
、
注
目
に
値
す
る
。
た
だ
残
念
な
こ
と
に
小
川
氏
の
記
載
に
は
脱
落
が
あ
る
よ
う
だ
。
小
川
氏
は
愈
繊
の
論

考

、
す
な
わ
ち

『
春
在
堂
随
筆
』
所
牧

「
小
浮
梅
聞
話
」
の

一
文
を
小
説
各
巻
に
配
し
て
紹
介
し
て
お
ら
れ
る
が
、
そ
の
全
容
が
わ
か

り
く
い
の
で
、
こ
こ
に
記
載
し
て
調
べ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

坊
間
有

『
今
古
奇
観
』

一
書
、

雑
取
古
事
、

敷
衛
成
書
。

如
許
武
事

(醒
二
巻
)、
見

『
後
漢
書
』
「許
荊
傳
」
、

此
固
本
之
正
史

 者
。
他
如
羊
角
哀
事

(喩
七
巻
)
、
出

『
烈
士
傳
』
劇
暴

量

箋

事

(喩
八
巻
)
・
出

『
紀
聞
』
闘
親
』.汰
平
蕃

公
事

(喩
九
巻
)・

出

『
玉
堂
聞
話
』。
李
翼

事

(醒
三
十
巻
)
・
出

『
原
化
記
』
灘
飾
馨

惹

如
金
玉
奴

(喩
二
十
蓉

)・
爲
紹
興
間
士
人
事
・
王
嬌



(傭
)

鶯

(喩
三
十
四
巻
)
、

爲
天
順
間
周
廷
璋
事
。
芙
蓉
屏

(初
拍
二
十
七
雀
)
、

爲
至
正
中
崔
英
事
。
鳳
團
球

(醒
七
巻
)
、
爲
萬
歴
初
呉

江
銭
生
事
・
慰

潮

(醒
八
巻
)
・
爲
嘉
靖
間
岳

民
事
・
暮

箱

(喩

一
巻
)・
爲
萬
歴
間
漸
東
李
生
事
・
有

『
情
史
二

書
、
羅

列
無
遺
。

惜

『
情
史
』

不
注
所
出
書
、

余
亦
不
能
言
也
。

又
察
女
忽
辱
報
仇

(醒
三
十
六
巻
)、

見
祝
允
明

『
野
記
』
、

蓋
亦
明

代
事
。

右

の
愈
樽
の
論
考
は

『
今
古
奇
観
』
の
本
事
考
謹
で
あ
り
、
(

)
中
の
文
字
は
三
言
二
拍
と

の
照
鷹
を

私
が
便
宜
的
に
付
記
し
た

も

の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
す
べ
て
十
二
話
の
考
謹
の
中
、
小
川
氏
は
喩
七
、
八
、
九
、
二
十
七
巻
の
四
話

の
考
謹
し
か
本
書
に
掲
載
し
て

お
ら
れ
な
い
。
私
に
は
掲
載
ミ
ス
と
し
か
思
え
な
い
が
、
小
川
氏
は
何
か
考
え
る
所
が
あ

っ
て
取
捨
選
揮
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

愈
越
の
論
考
に
績
く
も
の
と
し
て
は

『
曲
海
総
目
提
要
』

(清
黄
文
陽
原
本
、
上
海
大
東
書
局
、
一
九
二
八
年
)
が
畢
げ
ら
れ
る
。

こ
の

書

は
直
接
小
説
の
本
事
を
述
べ
た
書
で
は
な
い
が
、
小
説
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
た
戯
曲
の
本
事
考
謹
を
し
て
お
り
、
そ
れ
を
通
じ
て
、

小
説
の
本
事
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
三
言
二
拍
で
は
三
十
三
話
に
主
な
考
謹
が
見
え
、
孫
楷
第
、
趙
景

深

氏
を
は
じ
め
多
く

の
研
究
者
が
こ
れ
を
引
用
し
、
諦
正
壁
氏

『
三
言
爾
拍
資
料
』
も
こ
れ
ら
を
掲
載
し
て
い
る
。
だ
が
本
書
で
は
こ

の
書
の
考
謹
の
内
容
が
記
載
さ
れ
ず
、
引
用
者
の
論
考
の
後
に
、
た
だ

「
『
曲
海
総
目
提
要
』
に
論
考
が
あ
る
。
」
と
略
記
す
る
こ
と
が

多
く
、
主
客
顛
倒
の
観
が
あ
る
。

や
は
り
こ
の
書
を

一
論
考
者
と
し
て
認
め
、

少
な
く
と
も
資
料
の
後
に
、
「
こ
の
資
料
は

『
曲
海
総

目
提
要
』
に
引
く
。
」
と
い
う
程
度
の
注
を
施
す
べ
き
で
は
な
か

っ
た
だ
ろ
う
か
。

次
に
孫
楷
第
氏
の
論
考
で
あ
る
が
、

本
書
に
牧
録
す
る
孫
氏
の
論
考
に
は
、
「
三
言
二
拍
源
流
考
」

(
一
九
三
一
年
)
と

「
今
古
奇
観

序

」
(
一
九
三
一二
年
)
が
あ
り
、
前
者
の

「
三
言
二
拍
源
流
考
」
は
、
『醇
翁
談
録
』
『
寳
文
堂
書
目
』
に
見
え

る
小
説
書
名
お
よ
び
現
存

小
川
陽

一
編
著

『
三
言
二
拍
本
事
論
考
集
成
』
(阿
部
泰
記
)
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中
國
文
學
論
集

第
十
一
號

の
話
本
集
に
牧
録
さ
れ
る
話
本
と
三
言
二
拍
と
の
二
拍
と

の
關
連
を
調
べ
、

さ
ら

に

三
言
二
拍

の
本
事
を
考
謹

し
、
『情
史
』
『
智
嚢

補
』
と
の
關
連
に
つ
い
て
も
論
じ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
本
書

に
お
い
て
こ
れ
ら
を
検
謹
し
て
み
る
と
、
こ
こ
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
な
い

部
分
を
見
出
す
。

す
な
わ
ち
三
言
と

『
情
史
』
『智
嚢
補
』
と
の
關
連
を
述
べ
た
部
分
で
あ
り
、

孫
氏
の
二
十
八
話
の
調
査

の
中
、
十

八
話
が
本
書

に
訣
落
し
て
い
る
。
参
考

の
た
め
に
未
掲
載
の
部
分
を
左
に
記
し
て
お
こ
う
。

有
不
注
見
小
説
者
。

如
巻
十
八

「
張
瀬
」
條
、

頗
與

『
古
今
小
説
』
之

「
陳
御
史
巧
勘
金
叙
鋼
」
相
似
。

巻
四

「
装
巫日
公
」
條

(出

『太
平
廣
記
一
六
七
引

「
玉
堂
聞
話
」
)
、
『
古
今
小
説
』
之
「装
巫日
公
義
還
原
配
」
演
之
。
巻
二

「
軍
飛
英
」
條
、
『
古
今
小
説
』

之

「
輩
符
郎
全
州
佳
遇
」
演
之
。
同
上

「紹
興
士
人
」
條
、
『
古
今
小
説
』
之

「
金
玉
奴
棒
打
薄
情
郎
」
演
之
。

巻
十
九

「
張
果

老
」
(果
字
疑
衛
)
條

(出

『太
平
廣
記
』
十
六
引

『績
玄
怪
録
』)、
『古
今
小
説
』
之

「
張
古
老
種
瓜
嬰
文
女
」
演
之
、
(此
篇
見

『
也

是
園
目
』。)
巻
二

「
玉
堂
春
」
條
、
・『通
言
』
(
兼
善
堂
本
)
之

「
玉
堂
春
落
難
逢
夫
」
演
之
。

巻
四

「婁
江
妓
」
條
、
『通
言
』

之

「
趙
春
兜
重
旺
曹
家
荘
」
演
之
。
巻
十
二

「
勤
自
働
」
條

(出

『太
平
廣
記
』
四
二
八
引

『廣
異
記
』)
、
『
恒
言
』
之

「
大
樹
披
義

虎
迭
親
」
演
之
。

巻
十

「陳
壽
」
條
、

『
恒
言
』
之

「陳
多
壽
生
死
夫
妻
」
演
之
。

巻
二

「
劉
奇
」
條
、
『
恒
言
』
之

「
劉
小
官

雌
雄
兄
弟
」
演
之
。
巻
十

「
草
市
呉
女
」

條

(出

『夷
堅
志
』
)
、
『
恒
言
』
之

「
蘭
簗
櫻
多
情
周
勝
仙
」
演
之
。

巻
十
八

「
赫
磨

群
」
條
、
『
恒
言
』
之

「
赫
大
卿
遺
恨
鴛
鴛
線
」
演
之
。
同
上

「
張
藍
」
條
、
『恒
言
』
之

「
陸
五
漢
硬
留
合
色
鮭
」
演
之
。
巻
二

「
程
萬
里
」
條

(出

『
綴
耕
録
』)
、
『恒
言
』
之

「
白
玉
娘
忽
苦
成
夫
」
演
之
。
巻
十
七

「
金
廣
帝
海
陵
」
條
、
『恒
言
』
之

「
金

海
陵
縦
慾
亡
身
」
演
之
。
(此
篇

『京
本
通
俗
小
説
』
已
収
。)
巻
九

「
黄
損
」
條
、
『
恒
言
』
之

「黄
秀
才
微
蜜
玉
馬
墜
」
演
之
。
又

『
智
嚢
補
』

一
書
亦
漏
氏
作
。
巻
十

「
曾
寺
求
子
」
條
與

『
恒
言
』
之

「
江
大
サ
火
焼
寳
蓮
寺
」
所
演
全
同

。
同
上

「
臨
海
令
」
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條
與

『
恒
言
』
之

「
陸
五
漢
」
篇
事
亦
相
類
。

後
者
の

「
今
古
奇
観
序
」
に
は
精
密
で
優
れ
た
論
考
が
多
く
、
亜
東
書
局
版

『
今
古
奇
観
』
が
入
手
困
難
な
今
日
、
小
川
民
が
こ
れ

を
紹
介
さ
れ
た
こ
と
は
、
稗
盆
す
る
所
が
多
い
と
思
う
。

孫
氏
に
次
ぐ
趙
景
深
氏
に
は
、
三
言
二
拍
の
そ
れ
ぞ
れ
の
來
源
と
影
響
に
關
す
る
論
考
が
あ
る
。
本
書
は
そ
の
中
、
三
言
と
初
拍
に

關

す
る
論
考
は
牧
録
す
る
が
、

二
拍
に

關
す
る
論
考

「
二
刻
拍
案
驚
奇
的
來
源
和
影
響
」
(
一
九
四
六
年
、
『小
説
論
叢
』
収
)
は
牧
録
し

て

い
な
い
。
『小
説
論
叢
』
の
紹
介
に
刊
記
が
な
い
所
か
ら
す
る
と
、
或

は
小
川
氏
は

『
小
説
論
叢
』
を
見
て
お
ら
れ
な
い
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
確
か
に

『
小
説
論
叢
』
は
現
在
入
手
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
趙
氏
の
こ
の
論
考
は
、
本
書
が
出
版
さ
れ
る

一
年
前
、
他
の

三
言
初
拍
に
關
す
る
論
考
と
と
も
に

『
中
國
小
説
叢
考
』
に
牧
録
し
て
獲
行
さ
れ
て
お
り
、
小
川
氏
は
こ
の
書
に
よ

っ
て
牧
録
す
る
こ

と
も
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
當
時
の
情
況
は
ど
う
だ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
論
考
は
分
量
が
多
く
、
ま
た

『
中

國

小
説
叢
考
』
は
入
手
が
容
易
で
も
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
掲
載
す
る
こ
と
は
控
え
る
が
、
こ
れ
が
趙
氏
の
後
記
の
と
お
り
す
べ
て

一
九

四
六
年

の
論
考
だ
と
す
れ
ば
、
趙
氏
は
二
拍

の
九
話
の
本
事
の
獲
見
者
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
本
書

に
こ
れ
を
牧
録
.し
な
か
っ
た
の
は

惜

し
ま
れ
る
。

た
だ
し

『
銀
字
集
』
『
小
説
戯
曲
新
考
』
『小
説
聞
話
』
所
牧
の
三
言
初
拍
に
關
す
る
論
考
は
、
『中
國
小
説
叢
考
』
に

牧
録
さ
れ
る
に
至

っ
て
や
や
増
補
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
論
考
も

『
小
説
論
叢
』
原
載
當
時
よ
り
或
は
や
や
堆
補

さ
れ
て
い
る
か
も

知

れ
な
い
。

さ
て
趙
氏
に
次
ぐ
研
究
者
と
し
て
は
葉
徳
均
氏
を
畢
げ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

葉
氏

の

『
戯
曲
小
説
叢
考
』
(中
華
書
局
、

一
九
七

九
年
五
月
、
北
京
)
に
は

「
古
今
小
説
探
原
三
則
」
「
三
言
二
拍
來
源
考
小
補
」
が
牧
録
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
の
論
考
の
護
表
時
期

小
川
陽
一
編
著

『三
言
二
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本
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成
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に

つ
い
て
は

一
考
を
要
す
る
。
ま
ず

『
戯
曲
小
説
叢
考
』
の
出
版
事
情
に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
と
、
小
川
氏
は
何
も
注
記
し
て
お
ら
れ

な
い
が
、
こ
の
書
に
冠
せ
ら
れ
た
趙
景
深
氏
の
序
文
が

一
九
五
七
年
十
二
月
に
作
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
書
は

一
九
七
九
年
の
刊
行
ま
で

實

に
二
十
二
年

の
歳
月
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
不
幸
な
出
版
延
期
の
事
態
は
、
想
像
す
る
に
恐
ら
く
當
時

の
政
治
情
勢

の
然
ら
し
む
る
所
だ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

趙
氏
の
序
文
に
よ
れ
ば
、

葉
氏
は

一
九
五
六
年
に
亡
く
な

っ
て
お
り
、
『
戯
曲

小
説
叢
考
』
は
、
趙
氏
ら
が
整
理
し
た
葉
氏
の
未
稜
表
の
遺
著
を
含
め
て
、
そ
の
翌
年
に
刊
行
さ
れ
る
予
定
だ

っ
た

の
で
あ
る
。
さ
ら

に
こ
の
書
に
載
せ
ら
れ
た
二
論
考
に
つ
い
て
そ
れ
ら
の
護
表
時
期
を
考
察
す
る
と
、
趙
氏
が
胡
士
螢
氏
の

『
話
本
小
説
概
論
』
の
序
文

で
・
自
作
の
論
考
の
紹
介
に
績
け
て
、
「接
着
已
故
的
葉
徳
均
又
替
我
補
了

一
些
篇
、
在
刊
物
上
獲
表
。」
と
い
い
、
ま
た
同
氏
が

『
戯

曲

小
説
叢
考
』
の
序
文
で
、
「至
於

一
些
在
報
刊
雑
誌
上
登
過
的
文
章
、

以

一
九
四
六
ー

一
九
四
八
年
所
護
表
的
爲
最
多
、

大
半
刊
於

我
所
主
編
的
上
海
版

『
俗
文
學
』
和

『
通
俗
文
學
』、

也
有
少
敷
刊
在
戴
望
舖
所
主
編
的
香
港
版

『
俗
文
學
』
和
傅
惜
華
等
所
主
編
的

北
京
版

『
俗
文
學
』
以
及
其
他
報
刊
。」

と
い
っ
て
い
る
所
か
ら
推
し
て
、

一
九
四
八
年
ま
で
に
獲
表
さ
れ
た
論
考
と
見
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。

そ
こ
で
本
書
で
も

『
戯
曲
小
説
叢
考
』
所
牧
論
文
を
趙
氏
の
論
考
の
後

に
配
置
す
る
の
が
妥
當
で

は
な
か
っ
た

か
と
考
・兄

る
。と

こ
ろ
で
小
川
氏
は
葉
氏
の
三
言
二
拍
の
二
十
二
話
に
關
す
る
論
考
の
中
、
喩
二
十
八
、
三
十
三
、
三
十
五
、
四
十
巻
、
警
十
、
十

一
・
十
三
、
十
六
、
二
十
九
巻
の
論
考
を
牧
録
し
て
お
ら
れ
な
い
が
、
ど
う
い
う
理
由
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
く
に
喩
二
十
八
巻

の
資
料

『
隻
椀
歳
砂
』
の
詳
細
な
検
討
は
、
小
川
氏
の
紹
介
さ
れ
た
杜
聯
詰
氏
の
論
考
に
先
行
す
る
も
の
で
あ
る
し
、
ま
た
警
二
十
九

巻

の
資
料

『
緑
窃
新
話
』
も
課
正
壁
氏
に
先
ん
じ
て
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
と
り
わ
け
記
載
を
省
略
す
べ
き
で
は
な
か
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っ
た
よ
う
に
思
う
。

葉
氏
に
次
ぐ
研
究
者
課
正
壁
氏
の
論
考

に
つ
い
て
、
次
に
考
察
し
て
み
た
い
。
諌
氏
の
論
考
に
は
、
『話
本
與
古

劇
』
(上
海
古
典
文
學

出
版
社
、
一
九
五
六
年
)
所
牧
の

「
三
言
爾
拍
本
事
源
流
述
考
」

他
二
黙
と
、

一
九
八
〇
年
十
月
に
出

版
さ
れ
た

『
三
言
爾
拍
資
料
」

(前
掲
)
と
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
本
書
に
牧
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中

『
三
言
雨
拍
資
料
』
に
は
腰
大
な
資
料
を
牧

め
る
が
、
そ
の
成
立

時
期
に
つ
い
て
小
川
氏
は
注
記
し
て
お
ら
れ
な
い
の
で
、

こ
こ
に
述
べ
て
お
こ
う
。
『
資
料
』
の
上
海
古
籍
出
版
社
の

「
出
版
説
明
」

に
は
次
の

一
文
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
「
本
書
於

一
九
六
三
年
打
成
紙
型
而
未
逞
印
行
。
現
將
原
紙
型
控
改
個
別
託
誤
付
印
出
版
。」
ま

た
諺
正
壁
氏
の
後
記
も

一
九
六
三
年
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
書
が
十
七
年
も
出
版
が
遅
延
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
そ
の

理
由
は
、
恐
ら
く
葉
氏
の

『
戯
曲
小
説
叢
考
』
と
同
じ
く
、
當
時
の
政
治
情
勢
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
だ
ろ
う
。
そ
し
て
さ
ら
に
不
幸

な
こ
と
に
は
、
胡
士
螢
氏
の

『
話
本
小
説
概
論
』
に
半
年
後
れ
て
出
版
さ
れ
た
た
め
に
、
葉
氏
の
論
考
は
、
胡
士
篁
氏
の
論
考
の
成
果

を
取
り
入
れ
た
か
の
観
を
呈
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
趙
景
深
氏
の

『
話
本
小
説
概
論
』
序
に
、
「
諌
正
壁
又
爲
成
『
三

言
二
拍
資
料
』
約
千
頁
。
現
在
胡
士
篁
同
志
是
集
其
大
成
。
」
と
い
っ
て
い
る
所
か
ら
す
る
と
、

胡
士
笙
氏
が
諌
氏

『
資
料
』
の
成
果

を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
潭
氏
と
胡
氏
の
獲
表
し
た
資
料
が
殆
ん
ど
重
複
す
る
た
め
、
な
お
さ
ら
確
認

を
要
す
る
問
題
で
あ
り
、
こ
こ
に
あ
え
て
考
察
を
し
て
み
た
。

な
お
諜
氏

『
資
料
』
の
後
記
に
は
ま
た
、
「
然
此
書
之
得
完
成
、
獲
助

他
山
、

實
非
淺
勘
、

在
此
特
別
提
出
者
、

則
爲
孫
楷
第
先
生
與
趙
景
深
先
生
多
種
有
關
三
言
爾
拍
之
著
作
、

有
此
諸
作
之
提
示
與
啓

護
、
所
省
蒐
検
功
夫
、
奥
蕾
倍
養
。
而
中
間
之
島
勉
鼓
働
、
尤
以
王
古
魯
先
生
爲
多
。
」
と
述
べ
て
お
り
、
『資
料
』
が
諌
氏

一
人
の
手

に
成
る
も
の
で
は
な
く
、
孫
氏
、
趙
氏
の
成
果
を
踏
ま
え
、
王
古
魯
氏
の
激
働
を
受
け
て
完
成
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
知

っ
て
お
く

小
川
陽

一
編
著
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言
二
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成
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必
要
が
あ
ろ
う
。

以
上
主
な
研
究
者
の
論
考
を
私
な
り
に
位
置
づ
け
、
同
時
に
本
書
に
牧
録
さ
れ
て
い
な
い
資
料
を
指
摘
し
た
。

こ
れ
に
よ

っ
て
本
書

の
主
要
牧
録
論
考
の
排
列
順
を
考
え
る
と
、
葉
徳
均
氏
は
趙
景
深
氏
の
後
に
、
誕
正
壁
氏
の

『
資
料
』
は
辛
島
嶢
氏
の
後
に
排
列
す
る

の
が
妥
當
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
本
書
凡
例
四
の

「
獲
表
時
期
が
数
度
に
わ
た
る
場
合
も
あ
る
た
め
、
論
考
者

の
配
列
順
序
と
稜
表

時
期
の
先
後
は
必
ず
し
も

一
致
し
な
い
。
」
の

一
文
は
、

課
正
壁
氏
の

『
話
本
與
古
劇
』
と

『
資
料
』

の
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
は
小
川
氏
が
後
記
に
い
わ
れ
る

「
研
究
史
概
観

の
役
割
」
を
本
書
が
果
た
す
た
め
に
は
不
都

合
で
あ
る
し
、
課
氏

の
二
書
を
切
り
離
し
て
紹
介
す
る
の
に
さ
ほ
ど
困
難
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、
も
と
も
と
設
け
る
必
要
は
な
か
っ
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
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次
に
本
書
の
本
事
資
料
の
紹
介
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。

本
書
の
各
巷
の
論
考
は
、
研
究
者
ご
と
に
排
列
し
、
原
論
考
を
要
約
し
て
紹
介
す
る
形
式
を
取

っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
形
式
に
は

利
鮎
と
訣
黙
が
あ
る
。

と
い
う
の
は
論
考
の
中
に
は
、

孫
氏

「
今
古
奇
観
序
」

の
よ
う
に
詳
細
な
資
料
分
析
を
行

な
う

も
の
も
あ
れ

ば
、
課
氏

『
資
料
』
の
よ
う
に
資
料
に
あ
ま
り
解
説
を
加
え
ず
羅
列
す
る
だ
け
の
も
の
も
あ
り
、
前
者
は
そ
の
ま
ま
要
約
し
て
も
意
が

通
じ
る
が
、
後
者
は
要
約
し
て
そ
の
ま
ま
資
料
名
を
羅
列
し
た
だ
け
で
は
意
が
通
じ
ず
、
そ
の
資
料
が
直
接
的
な
本
事
な
の
か
、
そ
れ

と
も
部
分
的
に
關
係
す
る
も

の
な
の
か
、
或
は
類
話
で
あ
る
が
参
考
の
た
め
に
記
載
し
た
も
の
な
の
か
、
結
局
原
資
料
を
見
な
け
れ
ば



わ
か
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
諄
氏

『
資
料
』
は
資
料
を
す
ぺ
て
載
せ
て
い
る
の
で
そ
れ
で
よ
い
と
し
て
も
、
本
書

の
場
合
、
た
だ

「
以

下
の
諸
書

に
見
え
る
。」
と
前
置
き
し
て
資
料
名
を
載
せ
る
だ
け
で
は
、

讃
者
が
ど
れ
ほ
ど
理
解
で
き
る
か
甚
だ
疑
問
で
あ
る
。

そ
れ

に
本
書
が

『
論
考
集
成
』
と
題
す
る
か
ら
に
は
論
考
が
述
べ
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
だ
が
、
果
し
て
資
料
名
の
羅
列
が
論

考
と
言
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
結
局
編
者
が
資
料
に
説
明
を
加
え
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
た

と
え
ば
喩
十
二
巻

「
衆
名
姫
春
風
弔
柳
七
」
の
よ
う
に
多
数
の
資
料
を
記
載
す
る
場
合
に
は
、
柳
善
卿
が
江
州
妓
謝
玉
英
の
攣
心
を
責

め
る
場
面
は
『
緑
窃
新
話
』所
引

『
古
今
詞
話
』
に
基
づ
き
、

柳
替
卿
と
三
妓
と
の
交
情
の
描
爲
は
ト
『
酔
翁
談
録

』
「柳
屯
田
誉
卿
」
に

基
づ
き
、
柳
誉
卿
が
妓
周
月
仙
を
救
う
場
面
は

『
柳
替
卿
詩
酒
翫
江
櫻
』
話
本
に
基
づ
く
、
と
い
う
よ
う
に
資
料
に
封
し
て
説
明
を
加

え
て
こ
そ
、
資
料
に
生
命
が
宿
り
、
ま
た
こ
の
巻
が
複
数
の
柳
者
卿
故
事
を
調
合
し
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
も
分

か
る
と
い
う
も
の
で

あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
資
料
解
説
は
必
ず
し
も
容
易
な
も
の
ば
か
り
で
は
な
く
、
解
説
者
の
見
識
が
大
い
に
問
わ
れ
る
場
合
も
あ
る
で

あ
ろ
う
が
、
本
事
研
究
に
は
訣
か
す
こ
と
は
で
き
ま
い
。

ま
た
は
じ
め
に
孫
氏
の
よ
う
に
資
料
分
析
を
し
た
論
考
は
そ
の
ま
ま
要
約
す
れ
ば
よ
い
と
述
べ
た
が
、
本
書
で
は
必
ず
し
も
十
分
に

こ
れ
を
行
な

っ
て
い
な
い
所
が
あ
る
。

た
と
え
ば
喩

一
巻

「蒋
興
寄
重
會
珍
珠
杉
」
で
は
、

ハ
ナ
ン
氏
の
論
考
欄

に
、
「
來
源
は
宋
葱

澄

『
九
箭
前
集
』
第
十

一
巻
珠
杉
で
あ
る
。
『
情
史
』
は
こ
れ
を
引
い
た
も
の
。」
と
い
う
だ
け
で
、

ハ
ナ
ン
氏
の
原
論
考
に
見
え
る
、

「
『情
史
』
は

『
九
黛
前
集
』
と
小
説
に
基
づ
い
て
書
か
れ
た
。」
と
い
う
文
膣
面
の
考
察
を
載
せ
て
い
な
い
が
、

こ
の
ハ
ナ
ン
氏
の
考

察
は

『
情
史
』
の
記
事
が
小
説
の
本
事
た
り
得
な
い
こ
と
を
謹
明
す
る
も
の
で
あ
り
、
省
略
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
と
思
う
。
同
様
に

喩
十
三
巻

「
張
道
陵
七
試
趙
昇
」
で
も
、

諺
氏
の
論
考
欄
に
、
「本
事
は

『
紳
仙
傳
』
巻
四
張
道
陵

(原
注
1

『
太
平
廣
記
』
巻
八
に
も

小
川
陽

一
編
著

『三
言
二
拍
本
事
論
考
集
成
』
(阿
部
泰
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引
く
)
」
と
い
う
だ
け
で
、
「小
説
中
に
見
え
る
・
「
鶴
鳴
山
」
を
現
行
本

『
神
仙
傳
』

で
は

「鵠
鳴
山
」
に
作
り
、

『太
平
蜜
記
』
で
は

「
鶴
鳴
山
」
に
作

っ
て
い
る
と
指
摘
す
る
貴
重
な
諺
氏
原
注
を
載
せ
ず
、
ま
た
警
二
十
二
巻

「
宋
小
官
團
圓
破
艶
笠
」
で
は
、
杜
聯
詰

氏
の
論
考
欄
に
、
「
本
事
は
、
明
の
孫
雲

『
楊
氏
女
傳
』
で
、
・…
:
『
情
史
』
巻

一
に
も
明
王
同
軌

『
耳
謳
』
よ
り
引
い
て
載
せ
る
。」

と

い
う
だ
け
で
、
原
論
考
に
お
け
る
、
小
説
は

『
耳
課
』
に
出
た
も
の
で
あ
り
、
直
接
孫
雲
の
傳
を
演
じ
た
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う

考
察
を
載
せ
て
い
な
い
。
一そ
も
そ
も
小
川
氏
自
身
、

喩
三
十

一
巻

「蘭
陰
司
司
馬
貌
断
獄
」

の
論
考
欄
で
、

文
鐙
面
の
考
察
か
ら
、

「
『三
國
因
』
の
出
版
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
『
三
國
志
平
話
』
や
本
巻
な
ど
と
比
較
検
討
す
る
と
、
『
三
國
志
平
話
』
の
冥
間
断
獄
を

振
大
し
て

『
三
國
因
』
が
作
ら
れ
、

こ
れ
に
手
が
加
え
ら
れ
て
本
巻
が
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。」

と
い
う
優
れ
た
論
考
を
獲
表
し
て
お

ら
れ
る
の
で
、
本
事
考
謹
に
お
い
て
資
料
の
文
膣
の
検
討
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
は
ご
承
知
の
は
ず
で
あ
り
、
し
た
が

っ
て
こ
れ
ら

の
研
究
者
の
資
料
の
文
燈
に
關
す
る
考
察
も
掲
載
さ
れ
る
の
が
當
然
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
る
。

ま
た
各
研
究
者
の
提
出
資
料
の
相
違
に
つ
い
て
も
何
ら
か
の
説
明
が
欲
し
い
。
た
と
え
ば
喩
二
巻

「
陳
御
史
巧
勘
金
叙
釦
」
で
は
、

小
川
氏
の
提
出
さ
れ
た

『
廉
明
公
案
』
「陳
按
院
費
布
嫌
臓
」
もが
小
説

の
内
容
に
最
も
近
い
よ
う
で
あ
る
が
、

併

せ
て
諌
氏
の
提
出
し

た
資
料
、
『龍
圖
公
案
』
「
借
衣
」
と
の
比
較
も
行
な

っ
て
欲
し
か

っ
た
し
、
醒
十
巻

「
劉
小
官
雌
雄
兄
弟
」
で
は
、
諺
氏
は

『
玉
芝
堂

談
曹
』
を
、
葉
氏
は

『
花
影
集
』
を
そ
れ
ぞ
れ
資
料
と
し
て
提
出
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
編
著
者
な
り

の
資
料
検
討
に
よ

っ

て
、
小
説
が
爾
記
事
の
文
章
を
ミ
ッ
ク
ス
し
て
用
い
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
て
欲
し
か

っ
た
。

さ
ら
に
編
者
は
各
論
考
の
誤
謬
に
つ
い
て
も
説
明
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
た
と
え
ば
醒
三
巻

「
責
油
郎
猫
占
花
魁
」

に
は
資
料
と
し
て

『
情
史
』
巻
三

「
史
鳳
」
附
が
、

二
拍
三
十
六
巻

「
王
漁
翁
捨
鏡
崇
三
寳

白
水
信
盗
物
喪
隻
生
」

に
は
賓
料
と

魅
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し
て

『
古
今
課
概
』
十
八

「
臨
安
民
」
が
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
原
文
は
い
ず
れ
も
逆

に
小
説
を
要
約
し
た
も
の
で
あ
り
、
本
事
と
は

い
え
な
い
こ
と
、
な
ど
は
、
少
な
く
と
も
注
記
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

以
上
本
書

の
資
料
紹
介
に
つ
い
て
略
述
し
た
が
、
實
は
こ
の
資
料
紹
介
こ
そ
、
讃
者
が
編
著
者
の
才
腕
を
期
待
す
る
所
で
あ
り
、
本

書

の
成
果
が
問
わ
れ
る
所
で
あ

っ
て
、
そ
の
意
味
で
も
、
資
料
の
説
明
、
論
考
の
比
較
が
十
分
に
行
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

三

 

さ
て
論
考
、
資
料
の
問
題
か
ら
離
れ
て
、
次
に
本
書

の
梗
概
に
つ
い
て
述
べ
て
見
た
い
。

本
書
に
は
各
研
究
者
の
論
考
の
前
に
小
説

の
梗
概
を
載
せ
、
讃
後
や
や
も
す
れ
ば
忘
れ
て
し
ま
い
が
ち
な
小
説
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
想

起
す
る
た
め
に
便
が
計
ら
れ
て
い
る
。
小
説
各
巻
の
梗
概
は

「
入
話
」と

「
正
文
」
に
分
け
て
記
載
さ
れ
る
が
、
「
入
話
」
の
記
載
に
は

規
定
が
あ
り
、
凡
例
二
に
、
「
『
入
話
な
し
』
の
表
示
は
、
入
話
が
全
く
置
か
れ
て
い
な
い
場
合
の
ほ
か
、
詩
詞
や
議
論
が
置
か
れ
て
い

る
だ
け
の
場
合
も
含
む
。
物
語
性
を
有
す
る
入
話
が
置
か
れ
て
い
な
い
意
で
あ
る
。
」
と
い
う
。

こ
れ
は
恐
ら
く
課

氏

『
資
料
』
の
凡

例
、
「
入
話
以
有
故
事
性
者
爲
限
。
」
に
倣

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、

こ
の
小
川
氏
の

「
物
語
性
」

の
有
無

の
到
断
に
野
し
て
、

私
は
疑
問
を
懐
く
。
と
い
う
の
は
、

小
川
氏
が

「
入
話
な

し
」
と
表
示
さ
れ
た
次
の
十
四
の
話
に
は
、
物
語
性
を
有
す
る
入
話
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
十

四
の
入
話
の
内
容

を
記
せ
ば
、
す
な
わ
ち
、

小
川
陽

一
編
著

『
三
言
二
拍
本
事
論
考
集
成
』
(阿
部
泰
記
)
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喩
三
巻

「
新
橋
市
韓
五
費
春
情
」
ー
ー
玄
宗
が
楊
貴
妃
を
愛
し
て
國
を
滅
ぼ
し
そ
う
に
な
る
話
-

商
人
の
子
昊
山
が
娼
妓
に
溺
れ

て
命
を
亡
く
し
そ
う
に
な
る
話
の
ま
く
ら
。

喩
十
四
巻

「
陳
希
夷
四
辞
朝
命
」
ー

荘
周
が
夢
に
蝶
と
な
る
話
ー

一
睡
八
百
年
と
い
わ
れ
る
陳
搏
の
話

の
ま
く
ら
。

喩
二
十
二
巻

「木
綿
奄
鄭
虎
臣
報
冤
」
1

呉
王
夫
差
が
俵
臣
伯
嘉
に
よ

っ
て
國
を
滅
ぼ
す
話
ー

好
臣
頁
似
道

の
話
の
ま
く
ら
。

喩
二
十
四
巻

「
楊
思
温
燕
山
逢
故
人
」
ー

宣
和
年
間
の
元
宵
に
お
け
る
徽
宗
の
看
燈

の
話
-

燕
山
で
の
元
宵

の
看
燈
の
話
の
ま

く

ら

。
喩
二
十
五
巻

「
婁
平
仲
二
桃
殺
三
士
」
ー

禺
に
よ
っ
て
斬
ら
れ
た
大
人
防
風
氏
の
骨
の
話
-

小
人
曇
子
の
話
の
ま
く
ら
。

喩
三
十
三
巻

「
張
古
老
種
瓜
姿
文
女
」
1

仙
人
洪
崖
先
生
が
白
螺
を
逃
が
し
て
雪
を
降
ら
す
話
-

章
官
人
が
雪
の
中
白
馬
を
逃

が

し
て
張
古
老
に
會
う
話
の
ま
く
ら
。

＼

警
四
巻

「
拗
相
公
飲
恨
半
山
堂
」
i

周
公
の
忠
義
、
王
葬

の
偽
隔
が
日
を
経
て
明
ら
か
に
な
る
話
-

王
安
石
が
官
位
高
く
し
て

政
治
を
あ
や
ま
つ
話
の
ま
く
ら
。

警
二
十
三
巻

「
樂
小
舎
耕
生
覚
偶
」
i
l
銭
謬
が
龍
を
助
け
て
長
江
の
波
濤
を
沈
め
る
話
ー
銭
塘
江
を
背
景
と
す

る
話
の
ま
く
ら
。

警
二
十
八
雀

「
白
娘
子
永
鎭
雷
峯
塔
」
1

璽
鷲
嶺
、
白
猿
洞
、
冷
泉
亭
.
孤
山
路
に
ま
つ
わ
る
話
-

西
湖
を
背
景
と
す
る
話

の

ま

く

ち

。

警
三
十

一
巻

「
趙
春
児
重
旺
曹
家
荘
」
1

賢
明
な
娼
妓
梁
夫
人
と
李
亜
仙
の
話
ー

娼
妓
趙
春
児

の
話

の
ま
く

ら
。

警
三
十
五
巻

「
況
太
守
断
死
該
児
」
1

玉
通
岬
師
が
戒
を
破

っ
て
悔
悟
す
る
話
ー

寡
婦
失
節
の
話
の
ま
く
ら
。
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醒
三
巻

「費
油
郎
猫
占
花
魁
」
1
1
鄭

元
和
と
妓
女
李
亜
仙

の
風
流
諏
ー

商
人
と
妓
女
の
風
流
諌
の
ま
く
ら
。

醒
十

一
巻

「
蘇
小
妹
三
難
新
郎
」
i

李
清
照
、
朱
淑
眞
が
才
子
に
嫁
げ
な
か

っ
た
話
ー

蘇
小
妹
が
才
子
秦
観
に
嫁

い
だ
話

の
ま

く

ら

。

・

初
拍
十
八
巻

「
丹
客
半
黍
九
還

富
翁
千
金

一
笑
」
ー

唐
寅
が
錬
金
術
士
を
嘲
弄
す
る
話
-

富
翁
が
錬
金
術
に
迷
う
話
の
ま
く

ら
。こ

れ
ら
十
四
の
入
話
の
中
、
喩
二
十
四
、
二
十
五
巻
、
初
拍
十
八
巻

に
つ
い
て
は
、
課
氏
も
資
料
を
呈
示
し
て
い
る
。
し
か
し
小
川

氏
は
こ
の
中
喩
二
十
四
、

二
十
五
巻
の
資
料
は
政
録
し
て
お
ら
れ
ず
、

ま
た
初
拍
十
八
巻
の
資
料
は
、
「
入
話
な
も
」
の
表
示
を
し
て

い
な
が
ら
牧
録
し
て
お
ら
れ
る
の
は
ど
う
し
て
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
入
話
は
、
明
ら
か
に
本
題
を
引
き
立
て
る
役
割
を
果
た
し
て
お

り
、
正
文
の
梗
概
を
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
も
記
載
を
省
略
し
な
い
方
が
よ
か

っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

極
言
す
れ
ば
、
そ
も
そ
も
入
話
が
あ
る
の
に

「
入
話
な
し
」
と
表
示
さ
れ
た
小
川
氏
の
意
圖
自
膿
か
ら
し
て
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
な

ぜ
な
ら
ば
、
小
川
氏
の
方
法
に
よ
れ
ば
、
實
際
に
入
話
が
な
い
話
と
の
匿
別
が
つ
か
ず
不
便
で
あ
る
し
、
ま
た
詩
詞
や
議
論
だ
か
ら
と

い
っ
て
典
擦
が
な
い
と
は
限
ら
ず
、
記
載
を
省
略
す
る
必
要
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
と
り
わ
け
警
八
巻

「
崔
待
詔
生
死

寛
家
」
に
お
け
る
諸
詩
人
の
春
蹄
詩
の
紹
介
、
警
十
四
巻

「
一
窟
鬼
癩
道
人
除
怪
」
に
お
け
る
士
人
沈
文
述
の
集
古
詩
の
解
析
な
ど
は

長
文
に
わ
た
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を

「
入
話
な
し
」
と
表
示
す
る
こ
と
に
封
し
て
、
誰
し
も
た
め
ら
い
を
毘
え
は
す
ま
い
か
。

さ
て
こ
の

「
入
話
な
し
」
の
表
示
と
は
逆
に
、
小
川
氏
は
ま
た
、
も
と
も
と
入
話
で
な
い
部
分
を
無
理
に

「
入
話
」
と
し
て
切
り
離

す

こ
と
も
試
み
て
お
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
警
十
九
巻

「
崔
衙
内
白
鶏
招
妖
」
が
そ
れ
で
あ
る
.
こ
の
巻
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
崔
丞
相
が

小
州
陽

一
編
著

『三
言
二
拍
本
事
論
考
集
成
』
(阿
部
泰
記
)
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玄
宗
か
ら
白
鵡
を
賜
わ
る
が
、
李
白
が
高
力
士
と
楊
貴
妃
に
よ
り
て
退
け
ら
れ
る
に
及
ん
で
、
李
白
と
交
遊
の
あ

っ
た
彼
は
定
州

へ
流

さ
れ
る
。
.そ
し
て
そ
の
定
州
で
息
子
が
猟
に
出
か
け
、
逃
が
し
た
白
鵬
を
追

っ
て
山
中
を
進
む
中
に
妖
怪
に
會
う
、
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
を
本
書
で
は
、
崔
丞
相
が
白
鶏
を
賜
わ
る
所
ま
で
を

「
入
話
」
と
し
、
そ
の
後
の
崔
丞
相
の
息
子
が
白

鶴
を
追

っ
て
妖
怪
に

會
う
話
を

「
正
文
」
と
し
て
お
り
、
「
正
文
」
の
冒
頭
を
、
「
唐
の
玄
宗
の
と
き
、
崔
丞
相
は
河
北
定
州
中
山
府

の
長
官

に
左
遷
さ
れ
て

い
た
。」
と
い
っ
て
、
恰
も
別
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
語
り
出
す
か
の
如
く
始
め
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、

原
話
で
は
こ
の
よ
う
に

「
唐

の
玄
宗
の
と
き
」
と
改
め
て
説
き
出
し
て
は
お
ら
ず
、
た
だ

一
休
止
し
て
話
を
績
け
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
小
川
氏
は
な
に

ゆ
え
に

一
話
を
雨
断
し

「
入
話
」
を
製
造
し
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

同
様
に
、
警
四
十
巻

「
雄
陽
宮
鐵
樹
鎭
妖
」
は
、
許
遜
の
生
誕
を
境
に
し
て
そ
れ
以
前
の
話
を

「
入
話
」
と
す
る
こ
と
は
妥
當
で
は

な
く
、
初
拍
七
巻

「
唐
明
皇
好
道
集
奇
人

武
恵
妃
崇
騨
岡
異
法
」
も
、
冒
頭
の
李
遽
周
が
安
史
の
観
を
予
言
し
た
詩
は
末
尾
に
再
出

す
る
も
め
で
あ
り
、

こ
れ
は
入
話
で
は
な
く

伏
線
と
考
え
ね
ば

な
ら
な
い
。
「
入
話
」

問
題
は
小
説
の
形
式
に
關
す
る

こ
と
が

ら
だ

が
、
本
書

の
場
合
、
本
事
資
料
の
掲
載
に
關
連
す
る
問
題
で
も
あ

っ
た
た
め
論
じ
て
み
た
。

491

四

つ
づ
い
て
、
本
書
梗
概
に
お
け
る
ス
ト
ー
リ
ー
の
要
約
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

本
書
の
梗
概
の
特
徴
は
、
時
代
、
場
所
、
人
物
の
身
分
を
明
記
し
、
で
き
る
だ
け
本
事
考
謹
に
役
立
つ
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
所

に
あ
ろ
う
。
た
だ
欲
を
い
え
ば
、
本
事
資
料
に
郎
し
た
要
約
の
↓
か
た
を
し
て
欲
し
か

っ
た
よ
う
に
思
う
。
た
と
え
ば
喩
十
二
巻

「
衆



名
姫
春
風
弔
柳
七
」
の
本
事
資
料
の

一
つ
に

『
柳
看
卿
詩
酒
翫
江
縷
』
話
本
が
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
本
書
梗
概

に
は
こ
の
資
料
に
基

づ
い
た
小
説
の
ス
ト
ー
リ
!
、
・す
な
わ
ち

「
柳
者
卿
は
、
劉

二
員
外
に
よ

っ
て
黄
秀
才
と
の
仲
を
裂
か
れ
た
妓
女
周
月
仙
を
救
う
。
」

が
敏
け
て
い
る
。
こ
の
た
め
に
梗
概
、
論
考
い
ず
れ
の
検
索
に
も
不
便
を
感
じ
る
ば
か
り
か
、
小
説
の
理
解
ま
で
も
妨
げ
ら
れ
る
こ
と

に
も
な
り
か
ね
な
い
。
同
様
に
次
の
諸
巻
に
も
資
料
に
相
鷹
す
る
部
分

の
ス
ト
ー
リ
ー
が
訣
け
て
い
る
。

喩
三
十
七
巻

「
梁
武
帝
累
修
成
佛
」
=

資
料

『
六
朝
事
跡
編
類
』
『朝
野
簸
載
』
ー

「
武
帝

は
太

廟
の
犠
牲
を
粉

麺
で
代
行

し
、
梁
皇
臓
を
作

っ
て
郡
后
を
供
養
し
た
。
ま
た
宿
命
に
よ
り
橦
頭
和
尚
を
殺
し
て
し
ま
う
。」
と
い
う

一
節
。

警
六
巻

「
愈
仲
學
題
詩
遇
上
皇
」
ー

資
料

『
西
湖
遊
覧
志
除
』
i

「
上
皇
は
微
服
漕
行
し
て
、

一
行
者
に
身
を
落
し
た
南
剣
府

太
守
李
直
を
復
官
さ
せ
た
。」
と
い
う

一
節
。

・
警
四
十
巻

「
腔
陽
宮
鐵
樹
鎭
妖
」
1

資
料
に
畢
げ
ら
れ
る
陳
勤
ら
多
数
の
人
物
が
梗
概
に
見
え
な
い
。

醒

一
巻

「
爾
縣
令
競
義
婚
孤
女
」
1

資
料

『
厚
徳
録
』
1

「
月
香
は
幼
時
穴
に
落
ち
た
鞠
を
、
穴
に
水
を
注
い
で
取
り
出
し
た

聰

明

な
娘

だ

っ
た

。
」

と

い
う

一
節

。

醒
三
十

一
巻

「
鄭
節
使
立
功
瀞
轄
弓
」
ー

資
料

『
紅
白
蜘
蛛
記
』
-

「
鄭
信
は
ま
た
妻
の
妹
月
華
仙
子
と
も
交
わ

っ
た
た
め
、

姉
妹

(實
は
紅
白
の
蜘
蛛
)
は
互
い
に
職
い
、

鄭
信
は
敗
れ
そ
う
に
な

っ
た
妻
を
助
け
る
た
め
、

紳
皆
弓
で
月
華

仙
子
を
射
た
。」
と
い

う

一
節
。

初
拍
二
十
二
巻

「
銭
多
虚
白
丁
横
帯

蓮
退
時
刺
使
當
舶
」
!

資
料

『
善
唐
書
』
田
令
孜
傳
ー
!

「
破
落
戸
の
李
光
は
内
官
田
令

孜
に
抜
擢
さ
れ
、
朔
方
節
度
使
に
陞
進
し
た
が
、
戦
死
し
た
。」
と
い
う

一
節
。

＼

小
川
陽
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編
著
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拍
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二
拍
三
十
九
巻

「
紳
倫
寄
興

一
枝
梅

侠
盗
慣
行
三
昧
戯
」
ー
ー
資
料

『
史
記
』
孟
嘗
君
傳
-

孟
嘗
君
の
食
客
狗
倹
の
事
。

以
上
の
巻
に
は
資
料
に
翻
し
た
右

の
よ
う
な
要
約
を
付
加
し
な
け
れ
ば
、
論
考
お
よ
び
ス
拳
ー
リ
ー
は
理
解
し
に
く
い
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

ま
た
本
書
の
梗
概
に
は
、
省
略
が
過
ぎ
て
原
文
の
趣
旨
を
十
分
に
傳
え
て
い
な
い
箇
所
も
あ
る
よ
う
だ
。
た
と
え
ば
喩
十
五
巻

「
史

弘
肇
龍
虎
君
臣
會
」
の
正
文
の
梗
概
は
、
「
五
代
の
史
弘
肇
は
東
岱
嶽
の
聖
帝
の
も
と
に
呼
び
出
さ
れ
」と
始
ま
っ
て
い
る
が
、
原
文
で

は
そ
の
前

に
、
「笛
造
り
の
閻
招
亮
は
東
岱
嶽

の
嫡
霊
公
の
も
と
に
召
さ
れ
龍
笛
を
作
る
が
、
そ
こ
で
見
た
男
が
史

弘
肇
で
あ

っ
た
。」

と
い
う
く
だ
り
が
あ
る
。
ζ
れ
は
龍
笛
に
關
連
す
る
入
話
を
受
け
た
部
分
で
あ
り
、
ま
た
後
に
語
ら
れ
る
史
弘
肇
と
閻
招
亮
の
妹
越
英

と
の
結
婚
の
話

の
導
入
部
に
も
當
る
た
め
、
記
載
を
省
略
す
べ
き
で
は
な
ホ

っ
た
で
あ
ろ
う
。

同
檬
に
喩
三
十
九
巻

「
注
信
之

一
死
救
全
家
」
で
は
、
程
彪
兄
弟
が
注
信
之
か
ら
、
十
分
な
接
待
を
受
け
な
か

っ
た
た
め
、
恨
ん
で

虚
備

の
密
告
を
し
た
と
要
約
さ
れ
て
い
る
だ
、
原
文
に
よ
れ
ば
二
人
は
在
信
之
の
も
と
を
去

っ
た
の
ち
洪
恭
を
訪

れ
る
が
、
洪
の
愛
妾

が
け
ち
で
、
洪
に
二
人
を
徴
待
さ
せ
ず
、
二
人
は
身
を
寄
せ
る
所
ぶ
な
く
な
り
、
欝
憤
晴
ら
し
の
た
め
に
虚
偽
の
密
告
を
す
る
の
で
あ

る
。
二
人

の
洪
恭
訪
蘭
を
記
載
せ
ね
ば
、
主
題
で
あ
る
注
信
之
の
不
幸
が
、
讃
者
の
目
に
同
情
す
べ
き
も
の
と
し
て
映
ら
な
い
で
あ
ろ

う
。
ま
た
警
三
巻

「
王
安
石
三
難
蘇
學
士
」
で
は
、
小
説
の
テ
1
マ

「
難
蘇
學
士
」
に
關
連
す
る
く
だ
り
を
、
蘇
東
波
が

「
書
き
か
け

の
詠
菊

の
詩
に
績
き
を
書

い
て
無
知
を
さ
ら
け
出
し
」
と
要
約
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
で
は
蘇
東
披
が
ど
う
し
て
無
知
な
の
か
わ
か
ら

な
い
。
そ
こ
で
こ
の
文
の
前
に
、
「
黄
州
の
菊
が
散
り
や
す
い
の
を
知
ら
ず
」

と
い
う
句
を
加
え
て
は
い
か
が
で
あ
ろ
う
。

ま
た
醒
三

十

一
巻

「
鄭
節
使
立
功
神
着
弓
」
は
、

「東
京
の
富
人
張
俊
卿

の
手
代
鄭
信
は
」
で
始
ま
る
が
、

原
文
に
あ
る
、

「東
京

の
富
人
張
俊
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卿

は
、
う
亡
父
の
願
解
き
の
た
め
に
岱
岳
廟

へ
出
か
け
、

夢
に
柄
霊
公
が
鄭
信
を
諸
侯
に
す
る
の
を
見
る
。

そ
こ
で
蹄
宅
後
、

來
訪
し

た
鄭
信
を
手
代
に
す
る
。」

と
い
う
く
だ
り
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
後

に
語
ら
れ
る
鄭
信
の
異
常
な
燈
験
を

理
解
す
る
た
め
に

も
、
郵
信
の
非
凡
な
素
性
を
記
し
た
こ
の
部
分
は
省
略
し
な
い
方
が
よ
か

っ
た
よ
う
に
思
う
。

小
川
氏
が
本
書
に
梗
概
を
載
せ
ら
れ
た
も
の
は
大
攣
有
難
く
思
う
が
、
や
は
り
要
約
は
原
文
の
叙
述
の
テ
ン
ポ

に
合
わ
せ
、
原
文
の

趣
旨
に
で
き
る
だ
け
沿

っ
て
.行
な

っ
て
欲
し
か
っ
た
。

五

以
上
論
考
資
料
、
梗
概
に
關
す
る
本
書

の
記
載

に
つ
い
て
氣
付
い
た
黙
を
ま
と
め
て
み
た
が
、
最
後

に
原
文
の
誤
諜
な
ど
個
剥
の
問

題
.に
っ
い
て
論
じ
て
み
た
い
。

喩

一
巻
、

本
書
二
十
四
頁
、

小
川
氏
の
項
に
、
〈
『燕
居
筆
記
』
…
…
に

「蒋
興
寄
重
會
珍
珠
診
」
が
あ
る
。
〉
と
い
う
が
、
こ
こ

は
、
〈
『
燕
居
筆
記
』
…
…
批
黙
古
今
小
説
に

「
蒋
興
寄
重
會
珍
珠
診
」
が
あ
る
。
〉
と
訂
正
し
、

こ
れ
が
原
話
で
は
な
く
轄
載
で
あ
る

こ
と
を
明
示
し
た
方
が
親
切
で
あ
ろ
う
。

喩
二
巻
、
二
十
六
頁
、
諌
正
壁
の
項
に
、
〈
『
龍
圖
公
案

』
巻
七

「借
衣
」
(原
注
-
巻
二
「
鎖
匙
」
「
包
祇
」
も
類
似
)〉
と
い
う
が
、

傍
黙
部
の
原
文
は
、
「尤
近
於
話
本
及
傳
奇
」
で
あ
り
、
傍
黙
部
は
、
「
よ
り
話
本
お
よ
び
傳
奇

に
近

い
。」
と
改
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

喩
五
巻
、
三
十

一
頁
、

小
川
氏
の
項
に
、
『
南
部
新
書
』
を
引
い
て
、
「故
事
は
、

宋
代
に
す
で
に
語
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
」

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
論
考
は
削
除
す
べ
き
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
ば
、

本
事
は
同
頁
葉
徳
均
の
項
に
見
え
る
唐
趙
自
勤
の

『
定

小
川
陽
一
編
著

『三
言
二
拍
本
事
論
考
集
成
』
(阿
部
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命
録
』
で
あ
り
、
唐
代
の
故
事
を
こ
と
さ
ら
宋
代

に
す
で
に
語
ら
れ
て
い
た
と
記
す
必
要
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
小
川
氏
の
錯
誤
は
、

恐
ら
く
葉
氏
の
論
考
資
料
を
確
認
さ
れ
な
か

っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
例
を
使
用
す
る
の
は
恐
縮
で
は
あ
る
が
、
論
考
を

排
列
す
る
だ
け
で
な
く
、
論
考
資
料

に
批
剣
検
討
を
加
え
る
こ
と
が
重
要
な
こ
と
は
、
こ
こ
で
も
納
得
し
て
い
た
だ
け
よ
う
。

喩
十
巻
、
三
十
九
頁
、

小
川
氏
の
項
に
、
「
ま
た
習
の
院
紹
の
こ
と
は
明
の
…
…

『
群
談
採
絵
』
…
…
に
も
見
え
る
か
ら
、

趙
景
深

の
指
摘
は
意
味
が
あ
る
。」
と
い
う
が
、

小
川
氏
が
何
を
言
わ
ん
と
さ
れ
る
の
か
意
味
不
詳
で
あ
る
。

と
い
う
の
は
趙
氏
は
類
話
と
し

て

『
奮
書
』
を
畢
げ
た
だ
け
で
あ
り
、
ま
た
胡
士
螢
氏
も
こ
れ
を
本
事
と
し
て
取
ら
な
い
の
に
、
小
川
氏
が
な
ぜ
こ
の
資
料
を
重
覗
さ

れ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
し
、
さ
ら
に
こ
の
資
料
が

『
群
談
採
絵
』
に
見
え
る
こ
と
が
、
ど
う
い
う
意
味
を
持
つ
の
か
も
わ
か
ら
な
い
か

ら

で
あ
る
。
も
う
少
し
詳
し
い
説
明
を
さ
れ
る
べ
き
で
あ

っ
た
。

喩
十
四
巻
、
四
十
五
頁
、
諌
正
壁
の
項
に
、
〈
『堅
瓠
辛
集
』
巻
之
三

「
陳
圖
南
」〉
と
あ
る
が
、
こ
こ
は
、
課
氏
『
三
言
雨
拍
資
料
』
、

に
よ
れ
ば
、
〈
『
堅
瓠
辛
集
』
巻
之
三

「陳
圖
南
」
所
引

『
群
談
採
絵
』〉
と
す
べ
き
で
あ
る
。

喩
十
五
巻
、
四
十
五
頁
、
論
考

の
部
に
、
「
入
話
な
し
」
の
表
示
が
敏
落
。

喩
二
十
巻
、
五
十
二
頁
、
梗
概
の

「
通
天
大
聖

・
申
陽
公
」
は
、
「
齊
天
大
聖

・
申
陽
公
」
の
誤
。

喩
二
十

一
巻
、
五
十
六
頁
、
小
川
氏
の
項
に
、「『
堅
瓠
四
集
』
巻

一
「
銭
婆
留
」
所
引

『
湘
山
野
録
』
に
も
見
え
る
。」
と
い
う
が
、、

こ
れ
は
す
で
に
諌
氏
の
項
に
指
摘
す
る
所
で
あ
り
、
削
除
す
べ
き
で
あ
る
。

喩
三
十
五
巻
、
八
十
七
頁
、

諌
正
壁
の
項
に
、
〈『
堅
瓠
甲
集
』
巻
之

一
「
白
紙
詩
」
〉
と
い
う
が
、

諌
氏

『
資
料

』
に
よ
れ
ば
、
正

し
く
は
、
〈『
堅
瓠
甲
集
』
巻
之

一.
「
白
紙
詩
」
所
引

『
崖
下
放
言
』
〉
。
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喩
三
十
七
巻
、
九
十
二
頁
、
梗
概
に
、
「李
太
尉

の
娘
」
と
い
う
が
、
原
文
に
よ
れ
ば
、
正
し
く
は
、
「童
太
尉
の
娘
」
。

喩
三
十
八
巻
、
九
十
三
頁
、
梗
概
に
、
「
自
殺
し
た
」
と
い
う
が
、
「自
首
し
た
」
の
誤
。

喩
四
十
巻
九
十
六
頁
、
梗
概
に
、
「
宴
席
で
嚴
嵩
の
無
法
を
嚴
し
く
と
が
め
た
た
め
」
と
い
う
が
、
原
文
に
よ
れ
ば
、
「
嚴
嵩
」
は
そ

の
子

「
嚴
世
蕃
」
の
誤
。

警
二
巻
、
百
三
頁
、
孫
楷
第

の
項
に
、

〈
小
説
は

「
至
樂
篇
」
の
田
氏
扇
墳
と
楚
王
孫
來
弔
の
こ
と
を
敷
術
し
た
も
の
。
〉
と
い
う

が
、
孫
氏

「今
古
奇
観
序
」
の
原
文
は
、
「
妻
死
鼓
盆
而
歌
及
嘆
鮎
膿
事
、
見
本
書

『
至
樂
篇
』。
小
説
即
演
出
田
氏
揚
墳
及
楚
王
孫
來

弔
事
。」
で
あ
り
、
こ
こ
は
、
〈
妻
が
死
ん
で
盆
を
鼓
し
て
歌

っ
た
こ
と
.お
よ
び
燭
膿
を
嘆
い
た
こ
と
は

『
荘
子
』
「至
樂
篇
」
に
見
え

る
。
小
説
は
田
氏
扇
墳
と
楚
王
來
弔

の
こ
と
を
敷
衛
し
た
も
の
。
〉
と
翻
繹
す
べ
き
で
あ
る
。

同
様
に
、
趙
景
深
の
項
に
、
〈
墳
を
あ

お
い
だ
こ
と
と
盆
を
鼓
し
て
歌

っ
た
こ
と
は

『
荘
子
』
「
至
樂
篇
」
に
見
え
る
。
〉
と
い
う
が
、
趙
氏
の
原
文
は
、
「
嘆
貼
及
鼓
盆
而
歌
、

見

『
荘
子
至
樂
篇
』
」
で
あ
り
、
「墳
を
あ
お
い
だ
こ
と
」
は

「
蜀
膿
を
嘆
い
た
こ
と
」
に
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
因
み
に

「
至
樂

篇

」
に
は
田
氏
扇
墳
の
こ
と
は
見
え
な
い
。

警
十
三
巻
、

百
二
十
頁
、

梗
概
に
、
「
迎
児
を
呼
ん
で
事
情
を
聴
き
」
と
い
う
が
、

原
文
に
よ
れ
ば
、
「迎
兜
」
は

「
迎
児
の
夫
王

興
」
の
誤
。

警
十
六
巻
、
百
二
十
四
頁
、

論
考
の
項
に
、
「
傅
惜
華
」
が
な
い
。

諌
氏

『
資
料
』
に
は
傅
惜
華

『
宋
元
話
本
集
』
導
言
を
引
い
て

『
志
誠
張
主
管
』

(
『京
本
通
俗
小
説
』
)
を
紹
介
し
て
お
り
、
こ
れ
は
本
書
の
徐
士
年
の
論
考
に
先
行
す
る
も
の
な
の
で
、
取
り
上
げ
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。

小
川
陽

一
編
著

『
三
言
二
拍
本
事
論
考
集
成
』
(阿
部
泰
記
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申
國
丈
學
論
集

第
十
一
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警
三
十
二
巻
、
百
四
十
七
頁
、
課
正
壁

の
項
に
、
資
料

『
九
箭
別
集
』
を
孫
楷
第

『
小
説
労
謹
』
か
ら
轄
載
し
た
と
い
い
な
が
ら
、

さ
ら
に
小
川
氏
は
こ
れ
に
注
記
し
て
、
『九
篇
別
集
』
の
故
事

の
全
髄
を
見
ず
と
い
う

『
小
説
労
謹
』

の
言
を
記
し
た

ハ
ナ
ン
氏
の
論

文
を
紹
介
し
て
お
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
諌
氏
の
説
と
矛
盾
す
る
も
の
で
あ
る
.
爾
説
に
樹
す
る
小
川
氏
の
明
断
も
並
記
さ
れ
る
べ
き
で

あ

っ
た
。

警
四
十
巻
、
百
五
十
七
頁
、

梗
概
に
、

「
こ
の
龍
は
趙
酷
な
る
人
物
が
」

と
い
う
が
、

原
文
に
よ
れ
ば
、
「
趙
酷
」
は

「
張
酷
」
の

誤
。警

四
十
巻
、
百
六
十
頁
、

注
の
項
に
、
「課
氏
は

『
歴
代
仙
史
』
と
す
る
が
、

…
・:
新
文
豊
出
版
公
司
影
印
本
は

『
歴
代
榊
仙
史
』

と
す
る
。」
と
い
う
が
、

本
書

の
喩
十
三
巻

の
課
氏
の
項
に
は
す
で
に

『
歴
代
神
仙
史
』
と
記
さ
れ
て
お
り
、

恰
も
潭
氏
が
爾
様
の
書

名
を
表
記
し
た
か
の
観
が
あ
る
。
し
か
し
諌
氏
は
喩
十
三
巻
を
始
め
と
し
て
す
べ
て

『
歴
代
仙
史
』
と
表
記
し
て
お
り
、
本
書
も
こ
れ

に
從

っ
て
表
記
を
改
め
、
小
川
氏
の
注
は
初
出
の
喩
の
十
三
巻

『
歴
代
仙
史
』
に
付
記
す
べ
き
で
あ

っ
た
。

醒
八
巻
、
百
七
十
三
頁
、
梗
概
に
、
「
孫
未
亡
人
の
珠
瑛
」
と
い
う
が
、
「孫
未
亡
人
の
娘
珠
璃
」
の
誤
。

醒
十
巻
、
百
七
十
八
頁
、
諌
正
壁
の
項
に
、
〈
本
事
は

『
玉
芝
堂
談
善
』
巻
十

「
女
子
男
飾
」
.
た
だ
こ
れ
は

『
情
史
』
巻
二
に
も
、

見
、兄
て
鞠
よ
り
簡
略
で
あ
り
、
『
情
史
』
に
よ

っ
て
刷
節
し
た
か
の
よ
う
で
あ
る
が
、
元
に
な

っ
た
書
が
『情
史
』
の
前
に
あ

っ
た
か
、

『
情
史
』
に
別
に
基
づ
く
と
こ
ろ
が
あ

っ
た
か
し
た
の
で
あ
ろ
う
。〉
と
い
う
が
、

こ
れ
で
は
意
味
不
明
。

こ
こ
は
課
氏

『
資
料
』
に

よ
れ
ば
、
『
玉
芝
堂
談
善
』
巻
十

「
女
子
男
飾
」
の
原
注
に
、
「
按
此
條
較

『
情
史
』
巻
二
劉
奇
條
爲
略
、
似
擦

『
情
史
』
制
節
。
但
原

書

作
於

『
情
史
』
之
前
、
或

『
情
史
』
別
有
所
擦
、
姑
雨
存
之
。」
と
い
う
。
こ
れ
を
翻
鐸
す
れ
ば
、
「
こ
の
一
文
は

『
情
史
』
巻
二
劉
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奇
よ
り
も
簡
略
で
あ
り
、
『情
史
』
に
よ
っ
て
制
節
し
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
原
書

(『
玉
芝
堂
談
曹
』
)
は

『
情
史
』

の
前

に
作

ら
れ
て
お
り
、
或
は

『
情
史
』
に
別
に
基
づ
く
と
こ
ろ
が
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

一
鷹
雨
資
料
を
載
せ
て
お
く
。」
と
な
る
。

ち
な
み

に
講
氏

『
資
料
』
で
は

『
玉
芝
堂
談
蒼
』
の
後

に

『
情
史
』
を
載
せ
て
い
る
。

醒
十
巻
、
百
七
十
九
頁
、
注
の
項
に
、
「
『賓
退
録
』
は
、
宋

の
趙
與
時
の
撰
だ
か
ら
、
當
然
の
こ
と
な
が
ら
.
明
代
の
こ
の
事
件
は

記

さ
れ
て
い
な
い
。
何
か
の
闘
違
い
で
あ
ろ
う
。」
と
い
う
が
、

こ
の
注
は
創
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
ぜ
な
ら
ば

『
賓
退
録
』

に
は
、
宋
趙
與
時
撰
の
も
の
と
明
趙
善
政

(隆
慶
進
士
)
撰
の
も
の

と
二
種
類
あ
り
、

諌
氏

『
資
料
』
で
は
、

『
庚

巳
編
』
の
注
に
、

「
按
明
人
筆
記
中
記
此
事
極
多
、
有

『
五
雑
狙
』
、
『
賓
退
録
』
、
…
…
」
と
い
い
、
後
者
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
か
ら
で
あ

る
。
小
川
氏
は
諌
氏
の
注
を
翻
謬
し
て
お
ら
れ
る
の
に
ど
う
し
て
こ
う
い
う
注
を
施
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
お
か

し
な
事
に
、
諦
氏

『
資
料
』
の
引
用
書
目
に
も

『
賓
退
録
』
明

・
趙
與
時
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
誤
。
ち
な
み
に
記
事
は
明
趙
善
政

『
賓
退
録
』

巻

二
に
見
え
る
。
醒
三
十
五
巻
、
二
百
十
五
頁
、
諦
正
壁
の
項
に
見
え
る

『
賓
退
録
』
も
趙
善
政
撰
。

、
醒
十

一
巻
、

百
七
十
九
頁
、

梗
概
に
、
「
ま
た
こ
の
詩

に
模
し

た
昼
字
詩
が
届
け
ら
れ
た
の
も
解
讃

し
た
。
」
と
い
う
が
.

こ
こ
は

「
ま
た
こ
の
詩
に
模
し
た
秦
観
の
聲
字
詩
が
届
け
ら
れ
た
の
も
解
讃
し
た
。
」
と
改
め
た
方
瀞
具
燈
的
噂
あ
る
。

醒
十
六
巻
、
百
八
十
七
頁
、
論
考
の
項
に
、
「
入
話
な
し
」
の
表
記
鋏
落
。

醒
三
十
七
巻
、
二
百
十
八
頁
、
課
正
壁
の
論
考
に
封
し
て
小
川
氏
は
難
解
と
い
わ
れ
る
が
、
諺
氏
の
説
は
決
し
て
難
解
で
は
な
い
。

す
な
わ
ち
課
氏

『
資
料
』
で
は
、
『
太
平
廣
記
』
所
引

『
績
玄
怪
録
』
を
本
事
と
し
て
畢
げ
、
注
と
し
て
、
「
按
影
宋
本

『
綾
幽
怪
録
』

中
不
載
此
篇
、
『類
説
』
以
之
厩

『
幽
怪
録
』、
疑

『
廣
記
』
所
注
出
庭
有
誤
。
』
と
付
記
し
て
い
る
が
.
日ま
ず
課
氏

は
小
川
氏
の
い
わ

小
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中
國
文
學
論
集

第
十
一
號

れ

る
よ
う
に
、
「『
績
玄
怪
録
』
は

『
績
幽
怪
録
』
の
誤
り
」
だ
と
は
思

っ
て
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
す
ぐ
前

の
醒
二
十
六
巻
の
論
考
、

本

書
二
百
二
頁
で
、
「『
績
玄
怪
録
』
は

『
績
幽
怪
録
』
と
同
書
異
名
。」
と
述
べ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
次
に
諌
氏
が

『
廣
記
』
の
出
庭

の
注
に
誤
り
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
う
の
は
、
小
川
氏
の
い
わ
れ
る
よ
う
に
現
行
の
『績
幽
怪
録
』
に
こ
の
篇
が
牧
録
ざ
れ
て
い
な

い
と
い
う
軍
純
な
理
由
か
ら
で
は
な
く
、
『廣
記
』
が

『
績
玄
怪
録
』
に
出
つ
と
い
う
と
き
、
往

々
に
し
て

『
玄
怪
録
』

(『幽
怪
録
』)

と
混
同
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、

し
か
も
こ
の
篇
は

『
類
説
』

に
も
牧
録
さ
れ
て
い
て
出
庭
を

『
幽
怪
録
』

と
い

っ
て
い
る
た
め
、

『
廣
記
』
が

「
出

『
玄
怪
録
』」
と
記
す
べ
き
所
を

「
出

『
績
玄
怪
録
』
」
と
誤
記
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

初
拍
二
十

一
巻
、

二
百
五
十
八
頁
、
課
正
壁
の
項

に
、
「
衰
忠
徹
の
相
術
に
つ
い
て
は
、
『隻
塊
歳
紗
』
…
…
に
見
え
る
。
」

と
い
う

が
、
『
隻
塊
歳
紗
』
等
に
見
え
る
の
は
衰
忠
徹
の
相
術
で
は
な
く
、
そ
の
父
衰
廷
玉
の
相
術
で
あ
る
。

以
上
、
論
が
時
と
し
て
編
著
者
の
些
細
な
誤
謬
に
ま
で
及
ぶ
こ
と
に
な

つ
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
本
書
が
よ
り
活
用
し
や
す

い
も

の

と
な
れ
ば
幸
だ
と
思
う
。
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お
わ
り
に

本
書
に
封
す
る
考
察
を
絡
え
て
些
か
危
惧
す
る
こ
と
は
、
や
は
り
最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
私
自
身
の
論
考
が
な
い
た
め
に
、
多
く
環

末
な
鮎
を
論
じ
て
本
書
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
書
評
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

も
と
よ
り
小
川
氏
の

『
論
考
集

成

』
は
、
孫
楷
第
、
趙
景
深
、
課
正
壁
氏
の
多
数
の
優
れ
た
本
事
考
護
を
始
め
と
し
て
、
こ
の
一
文
に
紹
介
す
る
暇
が
な
か
っ
た
鄭
振

鐸

、
阿
英
、
辛
島
暁
、

杜
聯
詰
、

戴
不
凡
ら
各
氏
の
少
数
で
は
あ
る
が
優
れ
た
論
考
を
攻
録
す
る
、
『論
考
集
成
』
と
よ
ぶ
に
ふ
さ
わ



小
川
陽
一
編
著

『
三
言
二
拍
本
事
論
考
集
成
』
(阿
部
泰
記
)

203

し

い
書
で
あ
り
、
本
書
が
今
後
小
説
研
究
の
促
進
に
果
た
す
役
割
は
多
大
で
あ
る
と
確
信
す
る
。

一
九
八
二
年
七
月
二
十
六
日
記


